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　医療事故をなくし､安全･安心でゆきとどいた医療･看護を実現するためには､医療従事者がゆ

とりと誇りを持って働き続けられる職場づくりが不可欠です。

　しかし､医療職場の実態はかつてなく過酷になっており､医師や看護師等の不足が深刻化して

います｡看護職員は仕事に追い回されて疲れ果て、｢十分な看護が提供できている｣という回答は

１割にも届かす､４分の３が辞めたいと思っているほどです。

　欠員を直ちに補充するとともに､大幅増員を実現することが切実に求められています｡看護職

員については､少なくとも｢夜間は患者10人に対して1人以上､日勤時は患者４人に対して1人以

上｣の配置にすることが必要です。

　過酷な労働実態を改善するため､夜勤日数の上限規制などの法整備が必要です。｢安全･安心

のコスト保障が必要｣であり､診療報酬などによる財政的な裏づけが求められています。

　以上の趣旨から､看護師等の増員を実現されるよう請願いたします。
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医療事故の原因は忙しさ
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｢看護職員の労働実態調査｣より
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この３年間のミスや
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図表は2005年｢看護職員の労働実態調査｣より

やめたいと思う
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仕事をやめたいと思うこと

勤務医は

週６６．４時間労働

国立保健医療科学院が実施した

調査によると､病院に勤務する常

勤医師の平均勤務時間は1週間当

たり66.4時間もあります｡若い年

代ほど長くなっており､30歳未満

の男性医師はフフ.3時間にも達し

ています｡勤務医の労働条件改善

が急がれます。

0医師･看護師など医療従事者を大幅に増員してください

@看護職員の配置基準を、「夜間は患者10人に対して1人以上、

日勤時は患者４人に対して１人以上｣とするなど､抜本的に改

善してください

@夜勤日数を月８日以内に規制するなど、「看護職員確保法」等

を改正してください
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